
様式２

概要説明書（その１） ※登録№

※受付年月日

※変更受付年月日

開発年月

土木分野 建築分野 （必ず、どちらかを選択してください。）

技術 工法 製品 材料 その他

省人化 省力化 経済性の向上

施工精度の向上 耐久性の向上 安全性の向上

作業環境の向上 周辺環境への影響抑制 地球環境への影響抑制

省資源・省エネルギー 品質の向上 リサイクル性向上

その他 （ ）

単独 共同研究 （ 民・民 民・官 民・学）

公的支援助成等（「Made　in　新潟　新商品調達制度」）の関連の有無

該当の有無 無し 有り Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

新技術の概要（アブストラクト）※検索結果に表示する技術の概要です（全角127文字以内）

新技術の概要

公共工事の品質確保・向上

概要説明書

区　分

開発体制
開発会社

開発目標
（複数選択可）

キーワード
（複数選択可）

自由記入

伝統・歴史・文化

分　野

18D1037

2006.6.20

2011.3.2

1999年12月

技術名称

商標名等

エネルギー吸収型小規模落石防護策工法

ＡＲＣフェンス工法

会社名

コスト縮減・生産性の向上

安全・安心

（株）プロテックエンジニアリング，金森藤平商事

リサイクル

環境

景観

担当者

住　所

②従来はどのような技術で対応していたか？
落石防護擁壁，Ｈ型鋼をコンクリート擁壁に立て込む形式の落石防止柵およびコンクリート製の落石防
護棚のような基礎を有した落石対策技術で対応していた．また，斜面に設置する高エネルギー吸収タイ
プの落石防護柵もあるが，対応エネルギーが大きいため建設コストと設計エネルギーのバランスがと
れていなかった．

①何について何をする技術か？
100kJ以下の小規模な落石を斜面に設置したフェンスで補足し，道路等を防護する技術である．（Ｎ・Ｐ・
Ｌタイプ）
雪崩抑制効果（積雪対応）と50kJ以下の小規模な落石を斜面に設置したフェンスで補足し，道路等を防
護する技術である．（Ｓタイプ）

新潟県北蒲原郡聖籠町蓮潟5322－26

025-278－1551

025-278－1559

Tel

Fax

　落石エネルギーが100kJ以下の落石に対応した落石防護柵である．ワイヤーに設置された緩衝金具
内をワイヤーロープがスリップし，その摩擦抵抗力で落石エネルギーを吸収する工法である．部材が軽
量であるため，すべて人力で施工が可能であり，斜面中間部に容易に設置できる．

③公共工事のどこに適用できるか？
道路の落石対策工事・雪崩対策工事および急傾斜地区における建物の落石（雪崩）対策工事に適用
できる．また，設置・撤去が容易であるため切土工事等の仮設落石防護柵等にも適用できる．

noda@proteng.co.jp

http://www.proteng.co.jp

E-mail

ホームページＵＲＬ

問合せ先

（株）プロテックエンジニアリング

防災設計部

野田　 浩章

担当部署

mailto:noda@proteng.co.jp
http://www.proteng.co.jp


様式２

概要説明書（その２）

※登録№

新技術のアピールポイント（課題解決への有効性）

新規性及び期待される効果

適用条件

適用範囲

留意事項

③適用できない範囲
落石エネルギー１００ｋＪを超える場合　設計積雪深３．０ｍを超える場合

④関係法令等

②期待される効果は？（新技術活用のメリットは？）
　100kJ程度の落石エネルギーが対象となる落石対策において，容易に設置できる防護柵であり，低コス
トで広い範囲の落石対策が可能である．また，部材が軽量であるため重機の搬入が困難な場所での施工
が可能であること，資材運搬に大規模な設備を必要としないこともメリットの一つである．

①自然条件
　アンカーグラウトが注入できる斜面

②現場条件
　落石を補足した後に変形するため防護対象物よりも一定値以上の離隔距離を確保できること

③技術提供可能地域
　自然斜面および切土斜面

①適用可能な範囲
落石エネルギー１００ｋＪ以下　設計積雪深３．０ｍ以下

②特に効果の高い適用範囲
落石エネルギー１００ｋＪ　もしくは　５０ｋＪと小規模な積雪斜面

技術名称 エネルギー吸収型小規模落石防護柵工法 18D1037

　ワイヤーロープに緩衝金具を配置し，ワイヤーロープが緩衝金具内を通過する際に発生する摩擦抵抗
力で落石エネルギーを吸収する構造である．なお支柱間隔を5m～10mとしているため地形の凹凸による
柵の配置調整が容易である．
　部材が軽量であることから人力で斜面中に設置でき，重機が不要である．また緩衝金具を配置すること
でアンカーに作用する荷重を一定張力に保つことができることから，レッグハンマーで施工できる自穿孔式
アンカーを基礎工としている．また，人工斜面のような凹凸の少ない場合は，支柱間隔を10mとすることで
コスト縮減が可能である．

④適用にあたり、関係する基準及びその引用元
ＡＲＣフェンス工法設計施工要領：ＡＲＣフェンス研究会

④その他
特になし

①設計時
１００ｋＪ以下の落石エネルギーであること

②施工時
斜面の凹凸によりネットと地山に隙間が生じる場合は，支柱位置を移動し調整を行うこと

③維持管理時
落石が衝突しワイヤーロープがスリップした場合，リセットが必要となること．

①どこに新規性があるのか？（従来技術と比較して何を改善したのか？）
　斜面中に容易に設置することができるため，道路付近で100kJを越える落石に対してもエネルギーが
100kJ以下となる位置に柵を設置することで，エネルギーのコントロールが可能である．
　また，従来の落石防護柵は，基礎にコンクリート擁壁を必要としたため，斜面中間部や道路際に設置す
る場合には，基礎に留意する必要があった．これに比べ本工法は，緩衝金具を配置したことでアンカーに
作用する荷重を一定張力に保つことができ，小規模で簡易的な自穿孔アンカー基礎で対応することができ
る．



様式２

概要説明書（その３）

※登録№

活用の効果

向上 ( 73 %） 同程度 低下 ( %）

短縮 ( 50 %） 同程度 増加 ( %）

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

活用の効果の根拠

●新技術の内訳

●従来技術の内訳

＊従来技術は、100ｋＪに対応する予防柵が無いため、高エネルギー吸収柵のうち　　

防護対象エネルギーが小さいものを対象とした。

21,410,800合　　計 式

足場工 斜面足場 1 式 1,877,000 1,877,000

リングネット本体工

1 式 3,757,600

1 式 15,150,100 15,150,100

3,757,600

項目 仕様 数量 単位
単価
(円)

金額
(円)

摘　　　要

アンカー工

2,298,300 2,298,300

520,320

基準数量：

520,320

荷下し・荷上げ工 1 式

50m あたり

5,827,820

あたり50m基準数量：

39,000 39,000

2,970,200 2,970,200 見積（数量・単価）

足場工 斜面足場 1 式

摘　　　要

土木工事積算基準

材料費 柵高3.0m 1

労務費 柵高3.0m 1 自社歩掛

項　　目 仕　　様 数量

式

単位
単価
(円)

金額
(円)

27

50

式

経済性

工　　程

5,827,820 円

30 日

21,410,800 円

60 日

基準数量

新技術（A）

50 単位

比較する従来技術 高エネルギー吸収柵　（リングネット工 RX-025）

項目

経済性

従来技術（B) 変化値A/B（％）

m

性能照査実験で確認していること

下記内訳による

工　程

品　質

重機を必要としないこと

同程度の防食処理であること

626,100

技術名称 エネルギー吸収型小規模落石防護柵工法 18D1037

比較の根拠活用の効果

掘削、伐採が最小限で済む

安全性

施工性

周辺環境への影響

部材が軽量であること

合　　計

プレート設置工 1 式 626,100



様式２

概要説明書（その４）

※登録№

施工単価 歩掛りなし 歩掛りあり（ 標準 ・ 協会 ・ 自社 ）

柵高　H=3.0m 柵高　H=2.0m

L=10スパン@10.0m=100.0m → L=10スパン@10.0m=100.0m →

L=10スパン@9.0m=90.0m → L=10スパン@9.0m=90.0m →

L=10スパン@8.0m=80.0m → L=10スパン@8.0m=80.0m →

L=10スパン@7.0m=70.0m → L=10スパン@7.0m=70.0m →

L=10スパン@6.0m=60.0m → L=10スパン@6.0m=60.0m →

L=10スパン@5.0m=50.0m → L=10スパン@5.0m=50.0m →

※2　スノータイプ・ライトタイプは別単価とする．

施工方法

① 部材製作工 → 材料発注および製作

② 準備工（位置出し・伐採） → 現地支柱位置を測量し、邪魔な立ち木を伐採

③ 足場工設置 → アンカー削孔および支柱設置に必要な足場を設置

④ アンカー工 → アンカー削孔およびグラウト注入・グラウト養生

⑤ 支柱設置工 → 支柱建込

⑥ ワイヤーロープ設置工 → ワイヤーを切断および設置

⑦ 金網設置工 → 金網を水平ワイヤーに取り付ける

⑧ 足場工撤去 → 足場を解体

⑨ 後　片　付 → 清掃作業

残された課題と今後の開発計画

施工実績 あり なし

特許・実用新案

あり 出願中 出願予定 なし

あり 出願中 出願予定 なし

評価等年月日

証明等範囲

92

千円/m

140

千円/m

千円/m

千円/m

千円/m

千円/m

108

116

85

技術名称 エネルギー吸収型小規模落石防護柵工法 18D1037

①課題
　対応落石エネルギーの上限を100ｋJから200ｋJに向上させること。
　斜面雪圧や崩落土砂荷重に対応可能とすること。

千円/m

千円/m

千円/m

千円/m

千円/m

千円/m

9

　新潟県の公共事業

　他の公共機関

101

112

158

183

127

148

ＮＥＴＩＳ

　特　許

　実用新案

127

②計画
 今年度より性能向上に向けた開発を実施する。

番　　号

特許第385508号

5

168

従来

　民間等

中部地方整備局

※1　材料・労務・足場含み（直接工事費　1m当り施工単価）

CB-020004
他の機関による
評価・証明

証明機関

制度名

番号

2002.04.16
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概要説明書（その５）

※登録№

概要図、写真等

概　要　図

施工完成写真

技術名称 エネルギー吸収型小規模落石防護柵工法 18D1037
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概要説明書（その６）

※登録№

施工実績一覧

山形県 最上総合支庁 平成16年9月

愛知県 尾張建設事務所 平成17年1月

平成16年9月

岡山県 勝英地方振興局 平成15年8月

北海道 留萌開発建設部

平成15年10月

国土交通省
飯田国道

工事事務所
平成14年10月

埼玉県 寄居林業事務所

富山県 富山土木事務所

平成14年9月

国土交通省 大分工事事務所 平成12年10月

国土交通省 鳥取工事事務所

佐渡一周線離島地域連携(県道災防工事)

糸魚川地域振興局 平成17年5月

平成18年5月

通常砂防工事

新潟県 佐渡地域振興局

県
内
に
お
け
る
施
工
実
績

新潟県

平成20年2月

平成17年5月

新潟県 平成18年7月

一般国道小千谷長岡線復旧工事

復旧治山事業

佐渡地域振興局

区分 発注者 地域機関名

新潟県 長岡地域振興局

新潟県 新潟林業事務所

他168件

災害防除工事

トンネル新設工事

災害関連緊急治山工事

予防治山工事

平成12年11月

技術名称 エネルギー吸収型小規模落石防護柵工法 18D1037

工　事　名施工時期

佐渡一周線離島地域連携(県道災防工事)

県
外
に
お
け
る
施
工
実
績

平成12年度落石防護柵設置工事

小規模落石防護柵設置工事

防災工事

改良工事

斜面補強工事



様式２

概要説明書（その7）

※登録№

kawaguchi-a@advance-kk.co.jp
㈱アドヴァンス
(施工・販売)

営業企画部 川口　晃 新潟県新潟市中央区川岸町3-17-22 025-233-4131 025-233-4152

kouichi.matumoto@meisyo.net

前田工繊㈱
(販売・施工)

新潟営業所 清明　邦央 新潟市中央区上近江4－2－19 025－281-7211

㈱明商
(販売・施工)

群馬営業所 松本　浩一 群馬県前橋市総社町高井132-3

0763-82-1103

099-256-1000 099-259-0868 tomu@csc.jp

日本建設技術㈱
(販売・施工)

企画・積算室長

カーネギー産業㈱
(販売・施工)

本社 上園　勉 鹿児島県鹿児島市東郡元町12-38

0955-64-4255 info@nkg-net.co.jp

027-253-1950 027-253-1953

025-278-7212 seimei@mdk.co.jp

佐賀県唐津市北波多徳須恵1417番地1 0955-64-2525

h-okamoto@alcoinc.co.jp三重県津市半田160番地 059-213-8811 059-213-8880

03－3865-2616 03-3865-2630

0763-82-3775 norimen@p1.tst.ne.jp

025-379-0361 kawafune@tryan.co.jp

0766-29-3366 yamaga@k-tobei.co.jp

武巳建設㈱
(販売・施工)

建設企画部 野地訓弘 福岡県北九州市八幡西区樋口町3-6-3F 093-642-3323 093-642-3305 takemi-h@ninus.ocn.ne.jp

miba@zenith.co.jp

富山県高岡市昭和町1-1-16 0766-29-3355

日本ゼニスパイプ
㈱

(販売・施工)
防災本部 三場　弘道 東京都千代田区岩本町1－10－5(TMMビル)

㈱沖田組
(販売・施工)

代表取締役 沖田　悟 富山県砺波市庄川町青島696

代
表
以
外

金森藤平商事㈱
(販売) 開発事業部 山我　光栄

アルコ㈱
(販売・施工)

工事部 岡本　浩和

小野秀之

トライアン㈱
(販売・施工)

新潟営業所

新潟県北蒲原郡聖籠町蓮潟5322-26 025-278-1551 025-278-1559 noda@proteng.co.jp

川船　昌彦 新潟市西区ときめき西3-1-10-108 025-379-0360

代
表

（株）プロテックエン
ジニアリング
(販売・施工)

技術開発部 野田　浩章

住所 ＴＥＬ

技術名称 エネルギー吸収型小規模落石防護柵工法 18D1037

新技術提供企業

ＦＡＸ Ｅ－mail区分 企業名 担当部署 担当者

mailto:kawaguchi-a@advance-kk.co.jp
mailto:kouichi.matumoto@meisyo.net
mailto:tomu@csc.jp
mailto:info@nkg-net.co.jp
mailto:seimei@mdk.co.jp
mailto:h-okamoto@alcoinc.co.jp
mailto:norimen@p1.tst.ne.jp
mailto:kawafune@tryan.co.jp
mailto:yamaga@k-tobei.co.jp
mailto:takemi-h@ninus.ocn.ne.jp
mailto:miba@zenith.co.jp
mailto:noda@proteng.co.jp

